
　

鳥
取
市
国
府
町
美
歎
の
静
か
な
山
間

に
、
レ
ト
ロ
な
建
物
と
四
角
い
池
が
並
ぶ

公
園
の
よ
う
な
広
場
が
あ
る
。
旧
美
歎
水

源
地
水
道
施
設
。
か
つ
て
鳥
取
の
上
水
道

は
、
こ
こ
か
ら
届
け
ら
れ
て
い
た
。

　

竣
工
は
１
９
１
５
（
大
正
４
）
年
。

鳥
取
市
民
に
良
質
な
水
を
安
定
的
に
供

給
す
る
目
的
で
計
画
さ
れ
、
立
地
条
件

な
ど
か
ら
旧
宇
倍
野
村
の
美
歎
が
設
置

場
所
に
選
ば
れ
た
。
外
国
人
技
師
に
頼

る
の
が
通
例
だ
っ
た
時
代
に
日
本
人
技

師
が
設
計
。
国
産
水
道
施
設
の
先
駆
け

的
存
在
で
あ
り
、
山
陰
初
の
近
代
水
道

施
設
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
完
成
か
ら
３
年
後
の
１
９
１

８
（
大
正
７
）
年
、
過
去
に
な
い
ほ
ど

猛
烈
な
台
風
が
襲
う
。
土
製
の
ダ
ム
は

決
壊
し
、
下
流
に
あ
る
美
歎
集
落
の
15

棟
が
飲
み
込
ま
れ
、
８
人
の
尊
い
命
が

奪
わ
れ
た
。

　

復
旧
工
事
は
翌
年
か
ら
始
ま
り
、
貯

水
ダ
ム
は
土
製
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

に
。
同
じ
悲
劇
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な

い
と
い
う
強
い
信
念
の
も
と
で
再
建
さ

れ
、
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
に
給

水
を
再
開
し
た
。

　

美
歎
水
源
地
の
水
は
市
民
の
飲
料
水

と
し
て
だ
け
で
な
く
、
工
場
や
蒸
気
機

関
車
に
も
給
水
さ
れ
、
鳥
取
の
近
代
化

を
牽
引
し
た
。
１
９
５
２
年
に
発
生
し

た
鳥
取
大
火
で
も
消
火
用
に
活
躍
し
た

と
、
記
録
に
残
っ
て
い
る
。

　

水
の
需
要
増
加
に
伴
う
新
施
設
建
設

に
よ
り
、
美
歎
水
源
地
は
１
９
７
８
年
、

約
60
年
に
わ
た
る
役
目
を
終
え
た
。
貯

水
ダ
ム
は
地
元
の
強
い
要
望
で
取
り
壊

し
を
逃
れ
て
砂
防
ダ
ム
に
生
ま
れ
変
わ

り
、
第
２
の
人
生
を
歩
み
始
め
る
。
２

０
０
７
年
に
は
、
水
道
施
設
は
国
の
近

代
化
遺
産
と
し
て
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
。

　

現
在
、
水
道
施
設
は
10
年
に
及
ぶ
修

復
・
整
備
事
業
を
経
て
往
時
の
姿
を
甦

ら
せ
て
い
る
。
劣
化
が
激
し
か
っ
た
建

物
は
、
当
時
の
技
法
と
材
料
を
極
力
再

現
し
て
修
復
。
敷
地
も
整
備
し
、
芝
と

玉
砂
利
が
足
も
と
を
覆
う
。

　

春
は
約
80
本
の
桜
と
レ
ト
ロ
な
建
物

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
見
事
だ
。「
お

花
見
ウ
ィ
ー
ク
」
開
催
中
は
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
し
、
今
年
は
復
興
１
０
０
周
年
を
記
念

し
た
抹
茶
の
ふ
る
ま
い
も
あ
っ
て
、
昼

夜
あ
わ
せ
て
５
千
人
が
桜
を
楽
し
ん
だ
。

　

夏
は
、
施
設
の
中
を
流
れ
る
美
歎
川

を
蛍
が
舞
う
。
今
年
は
６
月
11
日
〜
26

日
に
「
ホ
タ
ル
観
賞
ウ
ィ
ー
ク
」
を
予

定
し
、
初
日
に
は
識
者
を
招
い
た
ホ
タ

ル
講
座
や
音
楽
会
を
開
催
す
る
計
画
だ
。

　

秋
は
山
が
赤
く
色
づ
き
、
イ
チ
ョ
ウ

の
大
木
が
黄
金
色
の
絨
毯
を
広
げ

る
。
毎
年
11
月
に
催
す
市
文
化
財
課
主

催
の
公
開
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
馬
に
乗
っ

て
敷
地
内
を
巡
る
ツ
ア
ー
が
大
人
気
。

野
菜
や
餅
、
菓
子
な
ど
美
歎
の
特
産
品

を
目
当
て
に
訪
ね
る
人
も
多
い
。

　

そ
し
て
冬
は
、
静
か
に
雪
に
眠
る
姿

が
凜
と
し
た
美
し
さ
を
醸
す
。

　

美
歎
水
源
地
保
存
会
会
長
の
澤
田
勝

さ
ん
は
、「
こ
こ
は
別
世
界
の
よ
う
な
、

大
正
浪
漫
を
味
わ
え
る
場
所
。
桜
や
ホ

タ
ル
を
見
に
来
ら
れ
た
ら
、
ぜ
ひ
歴
史

的
背
景
、
ど
う
い
う
施
設
か
を
知
っ
て

ほ
し
い
」
と
願
う
。
敷
地
内
に
は
ろ
過

池
の
砂
を
洗
う
「
洗
砂
場
」
を
模
し
た

木
造
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
が
あ
り
、
水

道
施
設
の
歴
史
と
特
性
を
映
像
や
パ
ネ

ル
で
解
説
し
て
い
る
。
水
源
地
を
訪
ね

た
ら
ぜ
ひ
覗
い
て
み
た
い
、
お
す
す
め

の
場
所
だ
。

　

日
ご
ろ
か
ら
散
歩
を
す
る
人
や
親
子

連
れ
が
足
を
運
び
、
市
民
に
親
し
ま
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
旧
美
歎
水
源
地
水
道

施
設
。
こ
の
よ
う
な
再
生
が
叶
っ
た
背

景
に
は
、
地
元
住
民
の
地
道
な
努
力
が

あ
る
。

　
「
幼
い
こ
ろ
に
は
ダ
ム
や
、
近
く
の
広

場
で
よ
く
遊
び
ま
し
た
ね
」
と
澤
田
さ

ん
。
大
切
な
思
い
出
の
場
所
、
そ
れ
も

大
正
時
代
に
最
新
鋭
で
つ
く
ら
れ
た
施

設
を
保
存
・
活
用
し
よ
う
と
、
20
年
ほ

ど
前
に
美
歎
集
落
内
で
活
用
検
討
委
員

会
が
立
ち
上
が
っ
た
。
市
や
県
に
保
存

や
整
備
を
訴
え
、
重
要
文
化
財
指
定
と

い
う
形
で
活
動
は
実
を
結
ん
だ
。
鳥
取

市
文
化
財
課
の
岡
垣
頼
和
さ
ん
は
、「
水

道
施
設
が
国
産
化
さ
れ
始
め
た
こ
ろ
の

施
設
が
、
こ
れ
だ
け
当
時
の
姿
を
と
ど

め
て
い
る
の
は
珍
し
い
。
こ
の
施
設
か

ら
日
本
の
近
代
化
、
工
業
化
の
よ
う
す

が
見
ら
れ
る
の
で
す
」
と
価
値
を
語
る
。

文
化
財
指
定
後
、
美
歎
集
落
は
美
歎
水

源
地
保
存
会
を
設
立
し
、
維
持
管
理
や

施
設
の
ガ
イ
ド
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど

に
努
め
て
い
る
。

　

澤
田
さ
ん
は
「
小
学
校
な
ど
の
社
会

科
見
学
の
ガ
イ
ド
も
行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
を
は
じ
め
、
よ
り
多
く
の
方
に

『
素
敵
な
場
所
だ
な
あ
』
と
楽
し
ん
で
も

ら
い
、
歴
史
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
活
動

し
て
い
き
た
い
」
と
未
来
を
望
む
。

　

中
心
市
街
地
か
ら
車
で
15
分
程
度
。

歴
史
と
豊
か
な
自
然
を
五
感
で
満
喫
で

き
る
旧
美
歎
水
源
地
水
道
施
設
は
、
い

つ
で
も
何
度
行
っ
て
も
気
持
ち
が
い
い
。

1_貯水堰堤は水源地廃止後、砂防ダムに生まれ変わった。
壁面に放水口が取り付けられたためいまは「大瀑布」とはな
らないが、100年の堂々とした姿を見られる 2_ダムの上流に

ある４つの取水堰堤のうち「勝田ヶ平量水堰・小の堰」。この小さ
な流れが鳥取の工業化を支えた 3_秋の公開イベントでは「NPO法
人ハーモニィカレッジ」の馬が登場。馬が現役の交通手段だった大
正時代に思いを馳せて乗ってみては 4_駐車場のそばにある「量水
器室」内に水源地が送り出す水の量を計る「ベンチュリーメーター」
があり、1978年3月27日の稼働最終日の数字がいまも残されてい
る 5 _美歎水源地の歴史や特徴を展示するガイダンス施設。建物は
かつての洗砂場を模している

文／飯田若菜　写真提供／鳥取市文化財課　デザイン／ABBEY ROAD

水害で決壊した土製のダムを粗石張・重力式コ
ンクリート造で再建設。かつては上部の広い切
り込みから水が流れ落ち、「美歎の大瀑布」と
呼ばれた

右）「制水井上屋」の壁は、現代にはない「鉄骨鉄網モルタル造」の工法のままに修復。窓枠のペ
ンキも忠実に再現した 左）4～11月の間、保存会の会員が常駐し、草刈りや河川清掃などの清
掃美化作業、ガイドなどを行う
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ろ過と、水を送り出すバル
ブ装置を覆う「制水井上屋
（せいすいせいうわや）」。
ダムから水をろ過池に引
き、微生物と砂を使って浄
化する「緩速ろ過」方式で
浄水する。建物の大正時
代の意匠にも注目を

か
つ
て
60
年
余
に
わ
た
っ
て
清
廉
な
水
を
送
り
続
け
た
、

旧
美
歎
水
源
地
水
道
施
設
。

い
た
ま
し
い
自
然
災
害
を
経
て
再
建
さ
れ
、

復
興
か
ら
今
年
で
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
。

か
つ
て
の
鳥
取
を
支
え
た
同
施
設
は
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う
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い
で
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っ
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る
の
だ
ろ
う
か
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冬には上屋が深い雪に包まれる冬には上屋が深い雪に包まれる冬には上屋が深い雪に包まれる

冬

秋にはイチョウが黄金色になる秋にはイチョウが黄金色になる秋にはイチョウが黄金色になる

秋

夏には美歎川をゲンジボタルが舞う

約水
ダ
ム
は
地
元
の
強
い
要
望
で
取
り
壊

し
を
逃
れ
て
砂
防
ダ
ム
に
生
ま
れ
変
わ

り
、
第
２
の
人
生
を
歩
み
始
め
る
。
２

０
０
７
年
に
は
、
水
道
施
設
は
国
の
近

代
化
遺
産
と
し
て
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
。
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夏には美歎川をゲンジボタルが舞う夏には美歎川をゲンジボタルが舞う

夏

春には約80本の桜が咲く春には約80本の桜が咲く春には約80本の桜が咲く

春

旧美歎水源地水道施設 
鳥取市国府町美歎689-2他

＜ホタル観賞ウィークin旧美歎水源地2022＞ 観賞期間：6/11（土）～26（日）
復興100周年を記念して、期間中はガイダンス施設を「ナイトミュージアム」として夜間開館

＜ホタル観賞ツアー＞ 6/11（土） 19:30～21:00 ホタルの生態を学びながら、
実際に飛ぶ姿を観察しよう。※申込不要、雨天時翌日開催（12日が雨天の場合は中止）
問い合わせ：鳥取市教育委員会文化財課 TEL0857-30-8422
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いちばんホタル
がよく見えるの
は、駐車場の辺
りですよ
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i n f o r m a t i o n

重
要
文
化
財
と
し
て
現
存
す
る

山
陰
初
の
近
代
水
道
施
設

近
代
化
を
物
語
る
文
化
財

そ
の
価
値
を
残
す
た
め
に

四
季
の
イ
ベ
ン
ト
で
に
ぎ
わ
う

市
民
の
憩
い
の
場
所
に

み
た
に


